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フ ッ化物洗口

開始年度

H 17 (私立幼稚園開始)
H 18 (市モデル事業にて )

保育所数 0/20 幼稚園数
公 1⑤/6
私 (3)/26

小学校数 2/45 中学校数 0/21

※ 実施施設数/ 全施設数 (H 19 年 3月 31 日現在)。
今年度補助事業で洗ロを実施した幼稚園 1園、 小学校 2校 (ともに市立)。 基盤整備事業を実施
した施設市立幼稚園 5園 (19 年度洗口開始予定)。 以前からあるいは補助事業に よらないフ ッ化
物洗ロ実施幼稚園が私立幼稚園 3園。

【フ ッ化物洗口 に関する前年度までの経緯】
H 13~ 16 年度 ｢かかりつけ歯科医機能支援事業質こおいて ｢フ ッ化物応用マニュアル｣ 作成、
意識調査の実施、 研修会の開催を歯科医師会に委託した。
フ ッ化物応用におけるホーム ケアと してのフ ッ化物洗ロについては、 特に三歳児健診におい

て、 保護者に周知し、 歯科医師会の協力を得て、 フ ッ化物洗口及びフ ッ化物歯面塗布実施歯科

医院の名簿を作成し住民に情報提供を行っ ている。
コ ミュニティケアとしての フ ッ化物洗口は市歯科衛生士に よる巡回事業や出前講座の際に、

幼稚園 ･ 保育所 ･ 小学校等へH 15年のフ ッ化物洗ロガイ ドライ ンの配布、 周知を続けてきた。

H 17 年度には私立幼稚園 1園が年長児の フ ッ化物洗ロを開始し、 市立幼稚園の園長会におい

てフ ッ化物洗口導入に向けて検討を重ねていたと ころであった。
また学校歯科保健事業への取組みに向けて、 H17 年度に市内校長会で希望の小学校に巡回指

導を行う旨を説明しその際、 市のう蝕の現状を伝えた。 (教育委員会へも説明)
また、 市養護教諭部会と連携を図るため、 養護教諭研修会で市の現状説明及びう蝕予防に関

する講話を歯科衛生士が行った。

【推進体制づくりの経緯1
実施事項 具体的な内容 評 価

市 の 歯科疾患

に 関す る 現状

把握及び情報

提供

各幼稚園 ･学校で実施されている定期歯科健

康診断の結果を集計し、 国や県との比較、 市

内学校別の一覧等、 市の現状把握をし、各幼

稚園 ･ 学校へ情報提供を行ってきた。

各園 ･ 学校では歯科健診は実施

しているもの の、 数値的なまと

め、 評価がされていなかった為、

現状認識を図れたと思われる。

教育委員会へ

の説明

18. 8. 8 (火)学校保健課、課長他 3名に説明。
18. 8. 11(金)教育委員会関連 4 課担当者に説
明会実施。

18. 9. 12 市立幼稚園園長会に説明。

事業の実施について教育委員会

も認識の上、 モデル施設につい

ては委員会からの推薦という形

をとり実施する ことができた。

フ ッ化物洗ロ

推進研究会

学識経験者、医師会、歯科医師会、薬剤師会、

学校関係者 (教育委員会含む)、 市民代表、
P T A 等関係団体で組織 した研究会を設置
し 2 回のフ ッ化物洗口に関する研究会を開

催した。 (18. 12. 6 (水) ･ 19. 2. 21 (水))
主にフ ッ化物に関する基礎的知識 ･ 安全性の

面から関係者の共通理解を図った。

市の歯科疾患状況やフ ッ化物応

用に関する認識を共有するとと

もに、 次年度以降の事業継続実

施の問題点やフ ッ化物に対する

安全性の理解について等も討議

され共通理解が図れた。
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H 18 年度市原

市フ ッ化物洗

口モデル事業

報告会

小林清吾先生の基調講演 ｢集団で行うフ ッ素

洗口 の安全性 ･効果 ･意義｣ と各モデル施設

からの実施報告として、 小学校校長、 学校歯

科医の立場から発表。幼稚園職員や養護教諭

等、 参加者による意見交換を交え実施。
参加者 : 学校歯科医 ･ 薬剤師 ･ 歯科衛生士

学校 ･ 幼稚園関係者等

開催日時 : 19. 3. 7 (水) 60名参加

フ ッ化物に関する基本的事項や

効果 ･ 安全性について参加者も
大変わかりやすく理解できたと

の感想が多かった。 モデル施設

からの事例報告も具体的で現場

関係者には大変参考になったと

好評であった。

【施設における取り組み内容1 ※今年度実施した施設ごとに記載の こと

施設(①
市原市立平三小学校 児童数 41名 (4クラス ) 職員数 11名

19 年 1月より洗口開始 (週 1 回水曜日昼休み実施)
実施事項 具体的な内容 評 価

モデル校指定

市教育委員会より、 フ ッ化物洗ロ普及モデル事業

のモデル校と して指定される。

教育委員会からモデル校

指定という形で実施 しや

ずかった。

ミ ニ集会

(学区民会議)

学校からの依頼により ｢食と歯の健康について ｣

をテーマに保健センター栄養士と歯科衛生士によ

る講演会を開催。 その中でフ ッ化物洗ロ について

説明実施。 保護者 ･学校職員 ･地域住民 50名の参

加があった。
そ の後、 学校より洗口実施文書を配布 し、 参加 ･

承諾を全家庭に募る。 (希望者は全校児童 (41名)

保護者 ･学校職員 ･ 地域住

民参加で児童 の健康を考

える集会において実施で

き、 共通理解を図る ことが

できた。

洗口の練習

12月 に水道水による洗ロ練習を実施。 器材は実際

のものを使用 し、 児童には冬休み中も家庭で練習

してみる よう投げかけた。

養護教諭が中心となりス

ムーズに実施できた。

洗ロ の実施

19. 1. 10 (水) 洗口開始。 毎週水曜日、 給食後の ロ
ング昼休みに洗ロ実施。 初日は学校歯科医 ･ 歯科

衛生士も来校し、 各ク ラス毎の実施に助言指導。
洗ロ剤はミラ ノール (1. 8g) 使用。 作成、 管理は
校長、 または教頭立会いのもと養護教諭が行って

いる。

2 ･ 4 回目には洗ロ支援と して歯科衛生士を派遣

し、 児童及び学校職員への助言指導を行った。

以後、 各クラス毎にス ムーズに行われている。
校長を始め、 学校職員も全員参加 し、 学校全体で

健ロづくりに取り組んでいる。

洗ロ実施の流れ等、 養護教

諭を中心に担任 ･児童に周

知され初回からス ムーズ

に実施できた。
そ の後の実施においても、

歯科衛生士の支援があり

安心して継続でき、 実施の

流れができた。

家庭へ のお知ら

せ

フ ッ化物洗ロ実施の状況を保健だよりの中で報告

している。

保護者から学校で実施 し

てもらい有難いとの意見

があった。
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推進研究会へ

の参画

P T A 会長が市P T A 連絡協議会代表として、 市
フ ッ化物洗ロ推進協議会 (2 回) へ参加。 (会長代
理として、 副会長等 (母親) が 2回とも参加)

保護者の立場で参加 し理

解が図れたと ともに実施

前後の意見を発表できた。

市事業報告会

での報告発表

19. 3. 7 (水) 開催の報告会において、 校長が実施
報告。 家庭の状況など地域特性を踏まえ、 児童の

生活習慣 ･ 食育の取組みの一環と して実施した経
緯を発表。

今後の事業推進について、

学校 ･地域等関係機関との

連携、 共通理解が必要であ

る こと現場の立場と して

報告できた。

施設②
市原市立鶴舞小学校 児童数 174 名 (8クラス ) 職員数 14 名

19年 3月より洗 口 開始 (週 1 回木曜日朝実施)
実施事項 具体的な内容 評 価

施設職員との打

合せ

学校長 ･ 養護教諭 ･ 学校歯科医 ･ 市担当者でフ

ッ化物洗口事業について の打合せを行う。

養護教諭が前任 の学校でフ

ッ化物洗ロを実施 していた

経験もあり取り組む方向と

なった。

モデル校指定

市教育委員会より、 フ ッ化物洗ロ普及モデル事

業のモデル校と して指定される。

教育委員会からモデル校指

定という形で実施 しやすか

った。

施設職員研修会

18. 11. 9 (木) 学校職員を対象に研修会を市歯科
衛生士が実施。 学校歯科医の協力を得て、 フ ッ

化物洗口 の体験も実施。

フ ッ化物応用に関する基本

的理解と洗口 に関 して共通

認識を図れた。

保護者説明会

18. 11. 19 (日)市歯科衛生士により説明会を実施。
19. 2. 3 (土) 小林清吾先生を講師として講演会
を開催。 その後、 学校より洗口実施文書配布し、
全家庭に希望 ･ 承諾書を募る。

希望者は 161名 (93%)

2回実施したが保護者の参加

が少なかった。欠席者には当

日資料を配布 した。参加者は

フ ッ化物洗口 の実施と安全

性に関して理解を深められ

た。

家庭へ のお知ら

せ

養護教諭がフ ッ化物洗ロ実施に関して特集号と

して保健だよりを作成、 各家庭へ配布。

写真 ･絵など解説を入れ大変

わかりやすく家庭へ周知さ

れた。
水に よ るうが

い練習

2月末に水道水による洗口練習を実施。

器材は実際のものを使用する。

準備から後片付けまで流れ

よく実施された。

フ ッ化物洗ロ

開始

19. 3. 1 (木) より洗ロ開始。 毎週木曜日、 ク ラ
ス毎に朝の会で実施する。 登校後、 保健委員が

保健室から器材を運び、 準備する。
初回は、 学校歯科医来校にて、 全体への助言指

導。 歯科衛生士も洗口支援と して各クラスへの

助言実施。

担当の養護教諭が、小学校で

の フ ッ素洗ロ の経験者であ

り、 校内での担任への周知 ･

確認、 準備 ･流れ等ス ムーズ

に行われている。

- 39 -



市町村名 市 原 市

市事業報告会

での報告発表

19. 3. 7 (水) 開催の報告会において、 校長が実
施報告。 フ ッ化物洗ロ に取り組んだ経緯 ･ 学校

としての考え方、 フ ッ素洗ロ開始までの経過と

実施の実際を発表。

※別添 参考資料 ｢フ ッ化物洗口普及モデル校

として｣ 参照

学校経営方針、児童のう触の

実態を考慮し、さ拭こ食育健
康教育推進の根幹と して位

置づけ取組んだと して の報

告は参加者に と っ ても非常

に高評であった。

施設(③
市原市立牛久幼稚園 児童数 65 名 (対象者数 : 4歳児 33 名 ) 職員数 6名

19年 2月より洗 口 開始 (週 5 回月 ~ 木曜日昼実施)
実施事項 具体的な内容 評 価

モデル園指定
市教育委員会より、フ ッ化物洗ロ普及モデル

事業のモデル園として指定される。

教育委員会からモデル園指定と

いう形で実施しやすかった。

施設職員研修会

19. 1. 22 (月 ) 市歯科衛生士に よる打合せ研
修会実施。 埼玉県 ･埼玉県歯科医師会作成の

D V D ｢むし歯を防ぐフ ッ化物洗ロ ｣ を使用

し、 説明。

洗ロ実施に関する具体的な説明

や実際の映像がわかりやすくイ

メージをつかみやすかった。

保護者説明会

19. 2. 7 (水) 午後 東京歯科大学眞木吉信教
授に

よる説明講演会を実施。

園歯科医も参加。 保護者の フ ッ化物洗ロの体

験も実施。

安全性についてとてもわかりや

すい説明で保護者の理解を図れ

た。 フ ッ化物洗ロ の体験も実施

できよかった。

水に よ るうが

い練習

19. 2. 5 (月)より水道水による洗ロ練習開始。
(全 11回) 初回と一週間練習後に洗ロ支援
歯科衛生士を派遣し、 園児 ･職員への助言、
洗ロ状況の確認等実施。
19. 2. 13 (月) 洗ロ練習派遣 2 回目

幼稚園には養護教諭がいないこ

と、 職員数が少ないことから歯

科衛生士が洗口支援に派遣され

たことは大変有効だった。

フ ッ化物洗ロ

開始

19. 2. 21 (水) より毎日 (月 ~ 金曜日) 給食
後の歯みがきの後、 洗ロを実施。
初回は、 学校歯科医来園にて、 職員 ･園児へ

の助言指導。歯科衛生士も洗ロ支援として各

ク ラスへの助言実施。 (33 人中 32 人希望に
より洗口実施。希望しない児は水道水に より

同様に洗口。)
19. 2. 26 (月) 洗ロ支援派遣 2 回目

水での練習を 2 週間実施したの

で特に問題なく実施できた。 味

の変化に よ る園児の様子を心配

したができない児はいなかっ

た。 初回実施後も歯科衛生士の

洗ロ支援があったことは大変よ

かった。

推進研究会への

参画

園長が市幼稚園長会代表として、市フ ッ化物

洗ロ推進協議会へ参加。

研究会での協議内容も知った上

で園での洗ロを実施したことは

よかった。
市事業報告会

での報告発表

19. 3. 7 (水)開催の報告会において、 園歯科
医師が実施報告。幼稚園における園児のう蝕

歯科医師の立場からの報告は、

特に幼稚園関係者にわかりやす
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予防対策の必要性や園での集団フ ッ化物洗

口 について発表。

くよかった。

(基盤整備実施施設)
施設④ 市原市立千種幼稚園 児童数 140名 (対象 70名) 職員数 7名
施設⑤ 市原市立八幡幼稚園 児童数 65名 (対象 34名) 職員数 5名
施設⑥ 市原市立惣社幼稚園 児童数 140名 (対象 70名) 職員数 7名
施設⑦ 市原市立有秋幼稚園 児童数 56名 (対象 27名) 職員数 5名
施設⑧ 市原市立辰巳台幼稚園 児童数 140 名 (対象 70名) 職員数 7名

19年度洗口開始予定 (週 5 回法)
実施事項 具体的な内容 評 価

モデル園指定

市教育委員会より、 フッ化物洗ロ普及モデル事業 (基

盤整備実施園) のモデル校として指定される。

教育委員会からモデル

校指定という形で実施

しやすかった。

保護者説明会

東京歯科大学眞木吉信教授によ る説明講演会を実施。

全園学校歯科医も参加。 説明会終了後には質疑応答を

実施し、 質問に対 し眞木先生に対応いただいた。

不安 ･ 疑問点等に対しては、 説明会終了後もいつでも

対応する ことを伝えた。

全回園児向け 8020 ニコニコ教室 (市事業) を同時実施。
19. 1. 11(木)千種幼稚園 19. 2. 7(水)有秋幼稚園
19. 1. 18 (木)八幡幼稚園 19. 2. 8(木)辰巳台幼稚園
19. 1. 25(木)惣社幼稚園

安全性についてとても

わかりやすい説明で園

歯科医 ･ 保護者の理解

を図れた。 質疑応答に

より不安 ･ 疑問点に対

応できよかった。

家庭へのお知ら

せ

来年度実施に向けて準備していく旨、 園長より保護者

へ説明。 (時期については未定)

保護者の希望 ･ 期待度

は高いo

【問題とな った こと " 今後の課題とその対応について】
0 使用コ ップについて !予算 ･ 環境面から各自持参のコ ップの使用を考えていたが、 学校では
準備 ･ 管理面から紙コ ップの使用を希望。

(対応) 今年度は学校は紙コ ップを使用。 幼稚園では各児持参のコ ップを使用 している。
(今後の課題) 紙コ ップ代の費用負担について

0 希望しない児童のうがいについて :希望しない児童の洗口はどうするか。
(対応) 同様のディスペンサーボ トルを使用 し、 水道水でうがいを実施する ことと した。
(今後の課題) ク ラス に一人でも希望しない児がいればボトルは 2本必要になる こと。 (ボ トル

代は倍) 受益者負担とする場合、 費用算出方法などの問題。

0 井戸水を使用 している家庭の児への対応。 (歯科医師より)
(今後の課題) 家庭で井戸水を使用 している場合のフ ッ素濃度の確認が必要か。
○ 保護者説明会実施の今後の対応 :今年度は県予算、 大学教授の協力により実施できたが、

実施後も毎年説明会を実施した方がよいと思われるが、 その場合の対応をどうするか。

- 41 -




